
『
朗
詠
要
抄

一
、
は
じ
め
に

『
朗
詠
要
抄
因
空
本
』
は
、
所
謂
「
朗
詠
譜
本
」
の
う
ち
現
存
す
る

最
古
の
譜
本
で
あ
り
、
節
付
の
朗
詠
曲
計
四
十
一
曲
を
収
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
こ
の
譜
本
に
関
す
る
言
及
は
必
ず
し
も
多
く
は

(
1
)
 

な
い
。
「
朗
詠
譜
本
」
そ
の
も
の
の
研
究
は
近
年
特
に
小
野
恭
靖
氏
、
菅
野

(
2
)
 

扶
美
氏
等
の
手
に
よ
っ
て
急
速
な
進
展
を
見
て
い
る
が
、
こ
の
譜
本
に
関

(
3
)

（

4
)
 

し
て
は
、
高
野
辰
之
氏
、
及
び
平
出
久
雄
氏
が
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
程

度
で
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
考
は
未
だ
存
在
し
な
い
。
そ
れ

は
主
と
し
て
、
こ
の
譜
本
の
曲
が
後
世
の
譜
本
の
如
く
四
季
及
び
雑
の
順

に
整
然
と
配
列
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
的
に
無
秩
序
な
雑
纂
形
態
を
と
っ

て
い
る
点
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
『
朗
詠
要
抄
因
空
本
』
に
は
、
検
討
を
要
す
る
問
題
が
な
お

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
見
無
秩
序
と
見
え
る
配
列
に
も
、

仔
細
に
見
る
と
曲
の
選
択
や
ま
と
ま
り
に
は
一
定
の
意
図
が
看
取
さ
れ
る
。

ま
た
、
譜
本
と
し
て
の
性
格
や
来
歴
に
関
し
て
も
、
奥
書
ば
か
り
で
な
く
、

朗
詠
の
逸
話
を
記
し
た
左
注
や
、
巻
末
付
載
の
藤
家
系
図
な
ど
を
総
合
的

に
見
て
ゆ
く
こ
と
で
、
そ
の
編
纂
及
び
伝
承
の
意
図
が
推
し
測
ら
れ
て
く

る
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
従
来
閑
却
さ
れ
て
き
た
こ
の
譜
本

因
空
本
』

考

の
持
つ
意
義
を
検
証
し
、
そ
の
再
評
価
を
試
み
る
。

二
、
『
朗
詠
要
抄

因
空
本
」
の
周
辺

『
朗
詠
要
抄
因
空
本
』
は
、
次
の
三
つ
の
奥
書
を
持
つ
。

①
本
云
寛
喜
第
四
天
(
―
二
三
二
）
壬
辰
卯
月
廿
七
日
、
於
常
州
筑
波
山

麓

所

残

之

秘

曲

、

依

其

志

之

不

浅

皆

授

之

了

榮

賢

在

判

②
本
云
文
永
二
年
(
―
二
六
五
）
乙
丑
十
一
月
十
一
日
、
秘
事
朗
詠
、
悉

以

奉

博

豪

愉

大

徳

了

桑

門

心

空

在

判

③
延
慶
二
年
(
-
―
―

1
0九
）
己
酉
八
月
十
三
日
、
朗
詠
秘
事
、
不
残
一
曲
、

悉

以

奉

博

普

一

大

徳

畢

因

空

（

花

押

）

こ
の
う
ち
、
寛
喜
四
年
の
奥
書
は
朗
詠
曲
三
十
五
曲
の
後
に
付
さ
れ
、

残
る
六
曲
、
及
び
藤
家
系
図
の
後
に
文
永
二
年
・
延
慶
二
年
の
奥
書
が
並

ぶ
。
即
ち
本
譜
は
原
形
三
十
五
曲
で
あ
り
、
六
曲
が
後
補
さ
れ
て
現
行
の

形
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
因
空
本
」
と
は
最
終
伝
承
者
の
名
に
拠
る
。

本
譜
の
伝
本
は
『
国
書
総
目
録
』
に
十
五
種
以
上
を
数
え
る
が
、
諸
本

間
に
根
本
的
な
異
同
は
な
い
。
但
し
祖
本
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
覚
し
く

管
見
の
範
囲
で
は
、
次
の
三
種
の
軸
装
本
が
現
存
す
る
。

甲
、
呉
文
柄
氏
旧
蔵
（
朗
詠
要
抄
因
空
自
筆
本
）
、
鎌
倉
時
代
末
期
写
、

一
軸
、
巻
頭
一
首
欠
（
『
國
書
衆
影
』
理
想
社
に
影
印
）
。

青

柳

隆

志
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乙
、
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
科
室
蔵
『
朗
詠
要
抄
』
（
―
-
九
八
六
）
、
江

戸
時
代
後
期
写
、
一
軸
（
『
上
野
学
園
創
立
八
十
五
周
年
記
念
展
観

音
楽
相
承
系
譜
と
楽
人
補
任
記
』
等
に
一
部
影
印
）
。

丙
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
朗
詠
要
抄
』
（
ん
ー
一
四
九
）
、
安
政
―
一
年

―
―
―
月
十
五
日
、
源
武
智
良
写
、
一
軸
。

こ
の
う
ち
、
現
在
は
天
理
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
甲
本
（
七
六

一
ー
イ
ー
六
九
）
は
、
呉
文
柄
氏
に
よ
り
「
因
空
自
筆
本
」
と
認
定
さ
れ

て
い
る
が
、
瞥
見
の
か
ぎ
り
で
も
鎌
倉
期
の
古
紗
本
た
る
こ
と
は
疑
わ
れ

(
6
)
 

ず
、
ま
た
従
来
の
研
究
に
も
こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
は
な
い
。
但
し
甲
本

は
巻
頭
一
首
を
欠
い
て
い
る
が
、
京
都
大
学
文
学
部
国
文
研
究
室
に
、
こ

れ
を
厳
密
に
臨
模
し
た
と
見
ら
れ
る
精
写
完
本

(
k
f
3
)
が
あ
り
、
同

本
に
よ
っ
て
欠
落
以
前
の
形
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
乙
．
丙
本
に

も
、
甲
本
の
虫
損
部
分
の
形
態
が
模
写
さ
れ
て
お
り
、
甲
本
が
現
存
諸
本

の
親
本
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
。
従
っ
て
本
稿
も
同
本
を
基
準
と

す
る
。
ま
た
こ
の
譜
に
は
、
元
来
、
東
大
寺
の
宝
庫
に
伝
来
し
た
と
い
う

説
が
あ
り
、
例
え
ば
「
東
大
寺
賽
庫
朗
詠
集
影
寓
」
（
乙
本
包
紙
）
「
此
朗

詠
要
抄
者
東
大
寺
宝
庫
之
本
也
。
但
原
本
巻
物
ナ
リ
」
（
彰
考
館
本
『
朗
詠

要
集
』
識
語
。
三
ニ
ー
一
四
ニ
ー
＝
一
）
等
の
注
記
を
持
つ
伝
本
が
あ
る
。

但
し
現
存
の
東
大
寺
関
連
文
書
か
ら
は
こ
れ
を
確
認
し
得
な
い
が
、
例
え

ば
同
じ
朗
詠
古
譜
で
あ
る
『
朗
詠
要
集
』
が
古
く
法
隆
寺
に
伝
来
し
て
い

た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
の
蓋
然
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。

本
譜
の
前
半
部
―
―
―
十
五
曲
は
、
寛
喜
四
年
、
筑
波
山
麓
に
お
い
て
榮
賢

か
ら
心
空
に
伝
授
が
な
さ
れ
る
際
に
形
を
成
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
榮
賢
の
伝
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
右
下
の
藤
家
系
図
に
よ
れ
ば
、

木
工
権
頭
藤
原
孝
道
（
―
-
六
六
＼
―
-
―
-
―
-
九
）
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
「
全

【表
1
】
『
朗
詠
要
抄
因
空
本
』
「
藤
家
」
系
図

三
条
関
白
廉
義
頼
忠
一
男
四
条
大
納
言
公
任
御
堂
関
白
二
男
大
二
条
関
白
教
通
ー

—
宇
治
殿
御
林
京
極
大
殿
師
賓
御
息
給
竺
一
冬
盆
因
白
比
師
涌

iー
師
通
御
息
如
匹
疋
監
臨
肉
白
〗
中
心

賓
悪
左
府
頼
長
―
―
男
妙
音
院
大
相
國
師
長

．
花
山
院
左
府
兼
雅

．
二
条
大
納
言
定
輔

喜
院
法
眼
禰
性

ー
木
工
橿
頭
孝
道r下助榮

賢
|
ー
威
法
上
人
心
空
↓
名
喜
愉
因
空
普
一

右
馬
助
入
道
孝
時

飛
騨
前
司
有
安
證
心

王
助
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
日
野
帥
藤
原
実

光
の
子
資
長
(
-
―
ニ
―
¥
―
―
九
七
）
の
弟
光
成
か
ら
、
最
賢
ー
性
賢

ー
信
賢
ー
榮
賢
と
続
く
門
統
が
見
え
、
榮
賢
に
は
「
山
、
里
、
後
移
寺
門
」

(
8
)
 

と
い
う
傍
注
が
あ
る
。
日
野
家
に
は
代
々
、
朗
詠
を
行
う
風
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
出
自
を
持
つ
こ
と
は
栄
賢
が
朗
詠
の
伝
承
者
と
な
り
得
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
同
時
代
の
記
録
に
は
、
肥

前
国
佐
嘉
郡
河
上
宮
に
「
講
衆
阿
闇
梨
大
法
師
榮
賢
」
が
あ
り
（
鎌
倉
遺

文
四
―
―

1
0六
号
）
、
ま
た
陸
奥
住
心
院
文
書
に
「
櫂
別
営
榮
賢
律
師
」
（
九

一
六
九
号
）
、
西
大
寺
・
法
隆
寺
文
書
に
「
大
和
國
人
榮
賢
乗
蓮
房
」

（
一
四

0
九
一
二
号
）
、
「
僧
榮
賢
」
(
-
四
三

0
五
号
）
等
が
見
え
る
が
、
現

時
点
で
は
そ
の
い
ず
れ
と
も
比
定
し
難
く
、
畢
党
、
伝
は
末
詳
の
ま
ま
と
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せ
ざ
る
を
得
な
い
。

文
永
二
年
に
、
本
譜
の
後
半
部
六
曲
を
追
補
し
た
と
見
ら
れ
る
心
空
、

並
び
に
因
空
、
普
一
に
つ
い
て
も
、
本
譜
の
奥
書
及
び
系
図
以
外
に
手
懸

り
が
知
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
そ
う
で
あ
る
に
せ
よ
、
以
上
の
よ
う

な
数
名
の
僧
侶
の
手
を
経
て
、
藤
家
朗
詠
の
伝
承
が
鎌
倉
後
期
ま
で
保
存

さ
れ
、
か
つ
そ
の
当
時
の
姿
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
譜
の
持
つ
意
義
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
。

三
、
「
朗
詠
要
抄

因
空
本
」
の
構
成

本
譜
は
、
前
述
の
如
く
全
四
十
一
曲
か
ら
成
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

曲
が
い
か
な
る
基
準
で
選
ば
れ
、
か
く
並
べ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
に

答
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
本
譜
以
降
の
譜
本
は
い
ず
れ
も
『
朗
詠
集
』
の
形
式
に
準
じ

て
、
曲
目
を
春
夏
秋
冬
及
び
雑
の
順
に
配
列
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
頁

【表
2
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
譜
に
は
『
朗
詠
集
』
の
並
び
を
意
識

し
た
形
跡
は
な
く
、
か
つ
後
続
の
諸
譜
本
と
の
関
係
も
希
薄
で
あ
る
。
ま

た
詩
句
の
作
者
や
、
季
節
の
運
行
順
な
ど
が
配
列
に
関
与
し
て
い
な
い
こ

と
も
【
表
3
】
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
総
じ
て
本
譜
の
朗
詠
曲
は
、

一
定
の
規
則
に
よ
ら
ず
雑
駁
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。

で
は
、
本
譜
は
何
故
こ
の
よ
う
な
形
態
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
譜

が
最
古
の
譜
ゆ
え
未
定
稿
の
形
で
残
さ
れ
た
と
い
う
見
方
も
一
応
は
成
り

立
つ
。
し
か
し
、
こ
の
当
時
に
は
既
に
「
朗
詠
二
百
十
首
」
を
集
め
た
総

(
9
)
 

合
的
な
譜
本
（
逸
書
。
藤
原
師
長
撰
）
が
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、

編
者
（
榮
賢
）
に
そ
の
意
図
が
あ
れ
ば
、
本
譜
も
ま
た
、
完
備
し
た
形
式

を
持
ち
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
榮
賢
は
敢
え
て
こ
の
形
を
選
択
し

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
本
譜
の
巻
頭
第
一
首
が
、

1
白
部
／
口
秦
皇
ケ
イ
タ
ン
ス
・
燕
丹
カ
サ
ッ
シ
ヒ
ノ
カ
ラ
爪
ノ
カ
シ
ラ
・

漢
帝
シ
ャ
ウ
サ
ス
・
藉
武
カ
キ
タ
ッ
シ
時
ノ
ツ
ル
ノ
カ
ミ

と
い
う
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
最
終
部
、
「
白
部
」
の
句
で
始
ま
る
と
い
う

一
事
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
形
態
に
は
、
本
譜
自
体
の
性
格
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
奥
書
等
に
見
え
る
「
秘
曲
」
重
視
の
性
格
で
あ
る
。

例
え
ば
、
榮
賢
が
心
空
に
伝
授
し
た
の
は
「
所
残
之

Ml曲
」
（
奥
書
①
）
で

あ
り
、
以
後
も
「
籾
事
朗
詠
」
（
奥
書
②
）
「
朗
詠
籾
事
」
（
奥
書
③
）
の
相

承
が
続
く
。
ま
た
【
表
3
】
に
見
る
よ
う
に
、
本
文
中
に
も
頭
注
・
左
注

の
形
で
「
秘
」
と
記
さ
れ
る
曲
が
計
九
曲
も
存
す
る
。
「
秘
曲
」
と
い
う
謂

に
は
無
論
、
文
飾
の
気
味
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
本
譜
が
基
本
的
に
、
一

般
に
は
流
布
し
な
い
特
殊
な
曲
を
対
象
と
し
て
編
ま
れ
た
譜
で
あ
る
と
い

う
点
は
動
く
ま
い
。
ま
た
そ
う
し
た
譜
で
あ
る
が
故
に
、
一
般
の
譜
の
如

き
、
常
用
の
た
め
の
体
系
的
な
整
備
も
必
要
な
く
、
雑
纂
形
態
の
ま
ま
で

充
分
通
用
し
得
た
の
で
あ
る
。
榮
賢
の
判
断
も
そ
こ
に
由
来
し
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
榮
賢
ら
が
実
際
に
本
譜
に
選
び
載
せ
た
曲
に
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
一
見
全
く
無
秩
序
に

見
え
る
曲
目
の
並
べ
方
に
は
、
意
味
は
全
く
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

二
つ
の
観
点
か
ら
、
改
め
て
本
譜
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

本
譜
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
二
十
七
首
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
か
ら
十
首

の
曲
を
採
る
。
し
か
し
、
残
る
四
曲

(
1
2
.
2
5
.
2
8
.
2
9
)
は
朗
詠
集
を

典
拠
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
以
後
の
譜
本
に
全
く
見
ら
れ
な
い
曲
が
計

八
曲

(
4
.
1
6
.
2
1
.
2
2
.
2
5
.
2
6
.
3
3
.
3
9
)
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
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作者名

天
旦
谷 保 以 道 澄 柑 以 道
雄 胤 言 真 明 如 言 真
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【表
2
】
『
朗
詠
要
抄

因
空
本
]
と
他
の
朗
詠
譜
本

【表
3
】
『
朗
詠
要
抄

因
空
本
』
の
構
成
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た
特
異
な
曲
の
割
合
が
、
全
体
の
曲
数
に
比
し
て
著
し
く
高
い
こ
と
は
、

本
譜
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

本
譜
は
前
半
三
十
五
曲
、
及
び
後
半
増
補
六
曲
か
ら
成
る
が
、
私
見
に

よ
れ
ば
、
前
半
部
は
更
に
一
―
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
本
譜
の

特
色
あ
る
頭
注
や
左
注
が
、
【
表
3
】
の
如
く
19
番
の
「
臨
白
首
而
」
以
降

に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
は
―
つ
の
纏
ま
り
が
形
成
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
仮
に
本
譜
の
曲
を
A
群
(
1
¥
1
8
番）、

B
群

(19
番

S35番）、

C
群

(36
番

s41番
）
に
分
け
て
お
く
。

A
群
の
曲
に
は
、

1
番
の
「
秦
皇
驚
歎
」
以
下
、
朗
詠
曲
と
し
て
遍
＜

知
ら
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
他
譜
に
全
く
見
ら
れ
な
い
曲
も
、

4

番
「
楊
岐
路
滑
吾
之
送
人
多
年
李
門
浪
高
人
之
送
我
何
日
」
、

16
番

「
万
里
人
南
去
三
春
薦
北
飛
不
知
何
歳
月
得
与
汝
同
帰
」
の
二
曲

が
あ
り
、
他
の
一
譜
に
の
み
出
る
曲

(
3
.
1
0
)
も
含
め
、
概
し
て
主
要

朗
詠
曲
に
対
す
る
補
遺
、
即
ち
「
所
残
之
秘
曲
」
と
い
っ
た
感
が
強
い
。

無
論
、
こ
れ
ら
の
中
に
も
実
際
の
朗
詠
記
録
を
持
つ
曲
は
存
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
朗
詠
に
は
、
あ
る
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

2
九
月
盛
／
新
九
月
廿
七
日
・
タ
レ
カ
コ
レ
ヲ
ツ
キ
ヌ
ル
秋
ト
イ
ハ
サ
ラ
ム
・

コ
ソ
ウ
両
三
カ
ウ
・
タ
レ
カ
コ
レ
ヲ
サ
ン
キ
ク
ト
イ
ハ
サ
ラ
ム
（
ノ

コ
ン
ノ
キ
ク
ト
イ
本
）

は
道
真
の
詩
句
、
「
九
月
廿
七
日
執
不
謂
之
尽
秋
孤
叢
両
―
二
茎
執
不

謂
之
残
菊
」
に
拠
る
が
、
『
明
月
記
』
に
よ
る
と
、
後
鳥
羽
上
皇
は
建
永
元

年
(
―
二

0
六
）
九
月
二
十
二
日
、
鳥
羽
殿
の
御
遊
に
お
い
て
、
こ
れ
を

日
付
の
通
り
「
九
月
廿
二
日
誰
不
謂
之
盪
秋
」
と
朗
詠
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
『
文
机
談
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
建
保
六
年
(
―
ニ
―
八
）
六
月
十
六

日
の
順
徳
院
内
裏
舟
楽
に
は
、
榮
賢
の
相
弟
子
に
当
た
る
藤
原
孝
時
が
、

12
月
／
口
澄
々
ト
シ
テ
ア
マ
子
ク
テ
ラ
ス
・
禁
庭
ノ
ク
サ
シ
モ
ヲ
イ
タ
A

ク
・
咬
々
ト
シ
テ
ナ
A

メ
ニ
シ
ッ
ム
・
御
溝
ノ
ミ
ッ
タ
マ
ヲ
フ
ク
ム

（
メ
リ
）

と
い
う
紀
長
谷
雄
の
詩
句
、
「
澄
澄
遍
照
禁
庭
之
草
戴
霜
絞
咬
斜
沈

御
溝
之
水
含
玉
」
の
第
一
二
句
を
、
舟
遊
び
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
「
け

う
／
＼
と
し
て
な
A

め
に
う
か
む
」
と
朗
詠
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
朗
詠
は
、
い
ず
れ
も
当
座
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
詩
句
を
改

変
し
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
先
例
は
、
後
の
譜
本
に
も
注
記

(10) 

の
形
で
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
面
か
ら
見
る
と
、

A
群
の
曲
の
中
に

は
他
に
も
、
こ
の
よ
う
な
由
来
を
持
っ
た
曲
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

8
隠
土
／
本
漢
皓
秦
ヲ
サ
シ
ア
シ
タ
・
ノ
ソ
ミ
孤
峯
ノ
ッ
キ
ヲ
サ
ヘ
・
陶

朱
越
ヲ
辞
セ
シ
ュ
フ
ヘ
・
マ
ナ
コ
五
湖
ノ
ケ
フ
リ
ニ
コ
ン
ス
↓
「
~

可
詠
祝
座
敷
」
（
『
朗
詠
九
十
首
抄
後
崇
光
院
本
』
注
記
）

9
将
軍
／
本
職
語
牙
二
列
ス
・
武
勇
ヲ
漠
ノ
四
七
将
ニ
ト
リ
ヒ
シ
ク
ト
イ

ヘ
ト
モ
・
学
麟
角
ヲ
ヌ
キ
イ
ツ
・
ツ
井
二
文
章
ヲ
魯
ノ
ニ
十
篇
ニ
ア

チ
ハ
フ
↓
「
口
文
武

□万
句
也

□時
可
詠
之
」
（
同
）

1
5君
臣
／
将
軍
／
本
漢
高
三
尺
ノ
銹
•
井
ナ
カ
ラ
諸
侯
ヲ
制
シ
•
長
良
一
巻

ノ
書
・
タ
チ
ト
コ
ロ
ニ
師
博
ニ
ノ
ホ
ル
↓
「
此
句
大
臣
又
於
武
将
所

有
便
賊
」
（
『
朗
詠
九
十
首
抄
流
布
本
』
注
記
）

こ
う
し
た
、
朗
詠
の
場
に
関
し
て
特
定
の
条
件
を
有
す
る
曲
は
、
一
般

の
人
士
は
さ
て
お
き
、
専
門
家
と
し
て
は
是
非
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
っ

た
筈
で
あ
る
。

A
群
の
曲
目
は
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
系
統
の
専
門
的
な
曲

を
、
榮
賢
が
思
い
つ
く
ま
ま
列
挙
す
る
こ
と
で
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、

B
群
の
曲
目
は
、

A
群
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に
す
る
。

こ
こ
に
は
、
例
え
ば
「
源
家
根
本
七
首
」
の
う
ち
、
源
雅
信
作
曲
と
さ
れ
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て
い
る

24
番
「
偲
氏
巌
嵐
」
や
『
源
氏
物
語
』
に
も
見
え
る
2
7
番
「
周
公

旦
者
」
な
ど
、
世
に
知
ら
れ
た
著
名
曲
が
見
ら
れ
、
ま
た
【
表
3
】
の
如

く
、
部
門
・
出
典
等
の
記
し
方
に
も
、

A
群
と
は
や
や
異
な
っ
た
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
こ
に
は
朗
詠
の
由
来
や
作
曲
者
、

実
演
記
録
等
を
含
む
本
譜
独
特
の
注
記
が
集
中
し
て
お
り
、
榮
賢
が
意
図

的
に
こ
れ
を
配
置
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
他
譜
に
見
え
な
い
曲

(21.

2
2
.
2
5
.
2
6
.
3
3
)
の
多
さ
も
、
こ
れ
と
連
動
し
て
い
よ
う
。

ま
ず
、
1
9
番
「
臨
白
首
而
」
の
頭
注
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
9
口
／
新
ハ
ク
シ
ュ
ニ
ノ
ソ
ム
テ
ハ
シ
メ
テ
シ
ル
・
ウ
ラ
ム
ラ
ク
ハ
ヲ
モ

テ
ヲ
ガ
ウ
ハ
バ
ン
リ
ノ
ホ
カ
ニ
ヘ
タ
テ
ム
コ
ト
ヲ
・
玄
蹂
ヲ
ア
ウ
イ

テ
ハ
ル
カ
ニ
チ
キ
ル
・
願
ハ
ヒ
サ
ヲ
龍
花
―
―
―
會
ノ
ア
シ
タ
ニ
チ
カ
ッ

カ
ム
↓
「
此
句
者
依
御
室
仰
杏
入
道
付
博
士
了
」

平
出
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
杏
入
道
」
は
「
木
工
入
道
」
の

誤
り
で
あ
り
、
榮
賢
の
師
に
当
た
る
木
工
権
頭
入
道
藤
原
孝
道
を
指
す
。

ま
た
「
御
室
」
と
は
北
院
御
室
守
覚
法
親
王
（
―
-
五

0
¥
―二

0
二）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
様
の
注
が
、

28
番
に
も
見
え
る
。

28
仏
力
／
口
功
徳
ハ
ヤ
シ
ヲ
ナ
ス
・
ア
マ
ネ
ク
恵
花
ヲ
四
生
ノ
意
樹
ニ
ヒ

ラ
キ
・
菩
提
夕
子
ヲ
禾
カ
ツ
・
マ
サ
ニ
甘
露
ヲ
六
種
ノ
身
田
ニ
ソ
A

ク
↓
「
此
句
ハ
依
御
室
仰
孝
道
朝
臣
始
付
博
士
云
々
」

こ
の
「
功
徳
成
林
」
（
『
本
朝
文
粋
』
）
の
句
は
『
吉
野
吉
水
院
楽
書
』
の

次
の
記
述
に
よ
り
、
孝
道
の
作
曲
し
た
朗
詠
曲
と
確
認
さ
れ
る
。

又
「
功
徳
林
ヲ
ナ
ス
」
ヲ
ハ
ジ
メ
テ
五
首
バ
カ
リ
ハ
、
北
院
御
室
ノ

ノ
仰
ニ
ョ
テ
、
木
工
入
道
博
士
ヲ
ッ
ク
。

即
ち
栄
賢
は
ま
ず
、
自
ら
の
師
で
あ
る
孝
道
の
曲
を
B
群
の
冒
頭
と
半

ば
に
配
置
し
た
。
そ
し
て
そ
の
両
曲
の
間
に
、
孝
道
の
師
に
当
た
る
妙
音

院
大
相
国
入
道
藤
原
師
長
（
―
-
三
八
＼
―
-
九
二
）
に
関
連
す
る
曲
目

を
、
ほ
ぼ
切
れ
目
な
く
連
続
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

20
帝
王
／
本
マ
ツ
リ
コ
ト
ヲ
シ
ク
ニ
ハ
・
フ
リ
ウ
イ
マ
タ
ナ
カ
ナ
ラ
ス
シ

モ
コ
ン
ラ
ウ
ニ
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ス
・
コ
レ
ヲ
カ
子
タ
ル
モ
ノ
ハ
コ
ノ
チ

ナ
リ
・
ブ
ン
ヲ
コ
ノ
ム
ヨ
・
ト
ク
禾
イ
マ
タ
カ
ナ
ラ
ス
シ
モ
ク
禾
ウ

エ
ム
ニ
テ
ラ
ズ
・
コ
レ
ヲ
カ
ネ
タ
マ
ヘ
ル
ハ
禾
カ
キ
ミ
ナ
リ
↓
「
此

句
者
故
入
道
殿
琵
琶
ノ
啄
木
也
ト
オ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
リ
秘
中
秘
也
」

こ
の
左
注
に
見
え
る
「
啄
木
」
と
は
、
琶
の
秘
曲
の
称
で
あ
る
が
、
師

長
は
、
「
布
政
之
庭
」
の
曲
を
こ
れ
に
準
え
て
「
秘
中
秘
也
」
と
す
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
曲
が
他
の
朗
詠
曲
と
異
な
り
、
計
六
句
か
ら
構
成
さ
れ

る
こ
と
に
由
来
し
て
い
よ
う
。
『
吉
野
吉
水
院
楽
書
』
に
、
「
六
句
ノ
朗
詠

ハ
、
妙
音
院
殿
詠
ジ
ハ
メ
玉
ヘ
リ
」
と
あ
る
如
く
、
師
長
は
従
来
二
句
ま

た
は
四
句
構
成
の
も
の
し
か
な
か
っ
た
朗
詠
曲
に
、
初
め
て
六
句
の
長
曲

を
導
入
し
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
正
し
く
師
長
独
自
の
曲
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
「
秘
曲
」
と
称
す
る
に
相
応
し
い
。
そ
し
て
更
に
榮

賢
は
、
同
曲
の
後
に
、
部
門
名
を
各
々
一
行
書
き
に
し
て
（
「
帝
王
」
・
「
暁
」
）
、

そ
の
六
句
構
成
の
曲
を
二
曲
並
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

21
秘
／
口
仁
ア
キ
ツ
爪
ノ
ホ
カ
ニ
ナ
カ
レ
・
恵
ツ
ク
ハ
ヤ
マ
ノ
カ
ケ
ヨ
リ

モ
ボ
シ
・
フ
チ
ヘ
ン
シ
テ
セ
ト
ナ
ル
コ
ヱ
・
セ
キ
＞
＞
ト
シ
テ
ロ
ヲ

ト
チ
・
イ
サ
コ
長
シ
テ
イ
ハ
ホ
ト
ナ
ル
シ
ョ
・
ヤ
ウ
A

A

ト
シ
テ
ミ
A

ニ
ミ
テ
リ
↓
（
他
譜
に
な
し
）

22
秘
／
ロ
イ
ク
ツ
ラ
ソ
南
ニ
サ
ル
厖
・
一
ヘ
ン
ニ
シ
ニ
カ
タ
フ
ク
月
・
征

路
ニ
オ
モ
ム
イ
テ
ヒ
ト
リ
ュ
ク
シ
・
旅
テ
ム
ナ
ヲ
ト
サ
セ
リ
・
コ
セ

イ
ニ
ナ
イ
テ
モ
A

タ
ヒ
タ
A

カ
ウ
イ
ク
サ
・
コ
ノ
カ
イ
マ
タ
ヤ
マ
爪

↓
（
他
譜
に
な
し
）
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こ
の
よ
う
な
、
師
長
に
関
連
の
あ
る
曲
目
は
更
に
続
く
。
次
の
23
番、

「
華
亭
風
裏
依
依
之
鶴
咲
猶
聞
巴
峡
雨
中
惜
消
而
猿
暗
已
息
」
に

は
、
師
長
の
朗
詠
記
事
を
伴
っ
た
左
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

0
後
白
川
院
ノ
御
共
二
、
故
入
道
殿
ミ
ヤ
シ
ロ
ニ
コ
モ
ラ
セ
タ
マ
ヒ
タ

リ
ケ
ル
ニ
、
ア
メ
ウ
チ
フ
リ
テ
モ
ノ
ア
ハ
レ
ナ
リ
ケ
ル
夜
サ
ル
ノ
ナ

キ
ケ
レ
ハ
、
キ
ミ
モ
御
心
ス
ミ
ッ
A

「
朗
詠
候
ハ
A

ヤ
」
ト
マ
ウ
サ

セ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ニ
、
此
句
ヲ
詠
セ
サ
セ
給
ヘ
リ
ケ
レ
ハ
、
キ
ク
人
ミ

ナ
ソ
テ
ヲ
シ
ホ
リ
ケ
リ
。
マ
タ
熊
野
御
行
（
幸
）
御
共
ニ
テ
、
キ
リ

ヘ
ノ
王
子
ニ
テ
モ
詠
セ
サ
セ
給
ヒ
ケ
リ
、
ユ
A

シ
ク
メ
テ
タ
カ
リ
ケ

ル
ト
ナ
ン
。

こ
れ
と
同
様
、

27
番
「
周
公
旦
者
文
王
之
子
武
王
之
弟
也
自
知
其
貴

忠
仁
公
者
皇
帝
之
祖
皇
后
之
父
也
世
推
其
仁
」
に
も
、
師
長
が
、
遠
祖

後
宇
治
殿
藤
原
師
実
の
墓
前
で
沸
泣
し
つ
つ
朗
詠
し
た
旨
の
注
が
あ
る
。

0
此
句
者
、
故
入
道
殿
、
大
臣
大
将
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
時
、
後
宇
治

殿
ノ
御
ハ
カ
ヘ
、
ナ
カ
ツ
キ
ノ
ハ
ッ
カ
ア
マ
リ
ノ
コ
ロ
マ
イ
ラ
セ
給

テ
、
ム
カ
シ
ヤ
患
ク
オ
ホ
シ
メ
シ
イ
テ
ケ
ム
、
直
衣
ノ
ソ
テ
ヲ
カ
ヲ

二
ヲ
シ
ア
テ
ミ
詠
セ
サ
セ
給
ヒ
ケ
リ
。
御
共
二
小
輔
公
心
舜
候
テ
ソ

ナ
ミ
タ
ヲ
ナ
カ
シ
ケ
ル
。
チ
カ
ク
ハ
冷
泉
中
納
言
隆
房
卿
、
中
宮
御

遊
二
此
句
ヲ
詠
シ
テ
紅
御
衣
ヲ
タ
マ
ハ
リ
タ
リ
ケ
リ
。

ま
た
、

24
番
「
博
氏
巌
之
嵐
雖
風
雲
於
殷
夢
之
後
厳
陵
瀬
之
水
猶

痙
渭
於
漢
聘
之
初
」
は
、
前
述
の
如
く
「
根
本
源
家
所
詠
朗
詠
」
の
随
一

と
さ
れ
る
源
家
の
秘
曲
で
あ
る
が
、
『
文
机
談
』
巻
二
に
「
妙
音
院
、
源
家

の
説
を
ば
こ
の
資
賢
の
大
納
言
に
な
ら
は
せ
給
」
と
あ
る
如
く
、
師
長
は

源
資
賢
か
ら
こ
れ
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
こ
こ
で
も
、

師
長
に
関
す
る
曲
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
れ
に
続
く
二
曲
は
、
師
長
の
作
曲
し
た
朗
詠
曲
の
実
例
で
あ
る
。

25
口
／
上
陽
人
セ
イ
タ
イ
マ
ユ
カ
イ
テ
マ
ユ
ホ
ソ
ク
ナ
カ
シ
・
ウ
ト
キ
ヒ
ト

ニ
ハ
ミ
エ
マ
ウ
シ
・
ミ
エ
テ
ノ
A

チ
ニ
ハ
禾
ラ
ウ
ラ
ム
・
テ
ン
ホ
ウ

ノ
ス
ヱ
ノ
ト
シ
・
イ
マ
ヤ
ウ
ス
カ
タ
ナ
レ
ハ
↓
（
他
譜
に
な
し
）

26
春
巽
／
本
ハ
ナ
ノ
モ
ト
ニ
カ
ヘ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
禾
ス
ル
A

ハ
・
ヒ
ケ
イ
ニ

ヨ
テ
ナ
リ
・
ソ
ン
ノ
マ
ヘ
ニ
ヱ
イ
ヲ
ス
A

ム
ル
ハ
・
コ
レ
ハ
ル
ノ
カ

セ
↓
「
已
上
二
句
、
自
妙
音
院
殿
天
王
寺
松
四
郎
悔
給
所
也
。
自
四

郎
昇
蓮
博
之
」
↓
（
他
譜
に
な
し
）

こ
の
左
注
は
、
『
吉
野
吉
水
院
楽
書
』
に
も
「
花
下
ニ
カ
ヘ
ラ
ン

7
ヲ
ワ

ス
ル
A

ハ
。
セ
イ
タ
イ
マ
ユ
カ
イ
テ
。
此
―
一
首
ハ
、
天
王
寺
松
四
郎
悟
二

妙
音
院
殿
二
習
ヒ
マ
イ
ラ
セ
タ
ル
ヲ
傭
畢
」
と
し
て
出
て
い
る
。
天
王
寺

(11) 

方
の
楽
人
に
自
作
の
朗
詠
を
伝
え
る
と
い
う
変
則
的
な
伝
承
経
路
を
辿
っ

た
こ
の
曲
も
ま
た
、
師
長
の
「
秘
曲
」
の
一
端
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

B
群
の
曲
目
は
、
特
に
そ
の
前
半

(19S28
番
）
に
お

い
て
、
榮
賢
の
師
匠
筋
に
当
た
る
藤
原
師
長
、
藤
原
孝
道
の
関
連
曲
を
一

括
し
て
集
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
配
列
に
は
明
確
な
意

図
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

c群
の
曲
は
、
以
上
の
曲
目
が
成
っ
て
か
ら
―
―
―
十
三
年
の
後
、
榮
賢
か

ら
伝
授
を
受
け
た
心
空
に
よ
っ
て
追
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
形
式
的
な

面
で
は
、
部
門
名
が
頭
注
か
ら
一
行
書
き
に
な
り
、
全
曲
に
「
秘
」
の
符

合
が
打
た
れ
て
い
る
点
が
新
し
く
、
ま
た
38
番
に
「
嘉
辰
令
月
歓
無
極
万

歳
千
秋
楽
未
央
」
と
い
う
最
も
著
名
な
常
用
曲
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

「
秘
曲
」
を
旨
と
す
る
本
譜
の
傾
向
と
は
や
や
異
な
っ
た
感
が
あ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
37
番
の
「
昇
殿
是
象
外
之
選
也
俗
骨
不
可
以
踏
蓬

莱
之
雲
尚
書
亦
天
下
之
望
也
庸
才
不
可
以
攀
台
閣
之
月
」
の
部
立
、
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「
述
懐
」
の
下
に
記
さ
れ
た
「
禁
中
此
ノ
詩
ハ
キ
ン
キ
ア
リ
、
心
ウ
ヘ
シ
」

と
い
う
注
記
は
、
専
門
家
と
し
て
の
心
得
を
要
す
る
点
で
、

A
群
の
基
準

に
近
似
し
て
お
り
、
ま
た
39
番
「
不
是
花
中
偏
愛
菊
此
花
開
後
更
無
花
」

の
部
立
「
菊
」
に
「
不
入
御
撰
欺
」
と
注
さ
れ
る
の
は
、
前
述
、
師
長
撰

の
「
朗
詠
二
百
十
首
」
が
想
起
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

B
群
と
の
関
連
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
増
補
さ
れ
た

C
群
は
、
一
部
に
改
変
点
を

持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
曲
目
の
選
択
に
お
い
て
、
基
本
的
に
榮
賢
の
方
法

を
理
解
し
、
受
け
継
い
で
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
朗
詠
要
抄
因
空
本
』
に
は
、
そ
の
構

成
に
つ
い
て
、
か
な
り
入
念
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。
本
譜
が
雑
纂
形
態
を
取
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
配

列
に
は
、
前
半
部
分
に
特
殊
曲
群
を
、
後
半
部
分
に
相
伝
の
師
の
曲
群
を

そ
れ
ぞ
れ
当
て
る
と
い
う
明
確
な
意
識
が
看
取
さ
れ
、
特
に
後
半
部
に
は
、

極
め
て
緊
密
で
有
機
的
な
連
接
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
本
譜
は
、

従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
雑
駁
な
譜
本
で
は
な
く
、
榮
賢
や
心
空
ら

の
編
纂
目
的
ー
「
秘
曲
」
の
集
成
ー
に
最
も
適
合
し
た
形
で
、
編
ま
れ
、

継
承
さ
れ
て
き
た
譜
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
本
譜
に
い

わ
ゆ
る
「
秘
曲
」
と
は
、
単
に
隠
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
高
度
な
専

門
性
と
強
い
正
統
性
を
持
つ
、
朗
詠
の
伝
承
者
の
み
が
知
る
に
相
応
し
い

重
要
な
曲
の
謂
な
の
で
あ
る
。
本
譜
の
意
義
は
正
し
く
そ
こ
に
存
す
る
。

注
1

「
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
考
ー
ー
l

諸
本
及
び
そ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
ー
|
_
」
（
『
中
世
文

学
』
第
三
五
号
、
一
九
九

0
•
六
）
「
『
朗
詠
注
秘
抄
』
の
成
立
ー
流
布
本
『
朗
詠
九

十
首
抄
』
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
ー
」
（
『
国
文
学
研
究
』
第
百
六
集
、
一
九
九
ニ
・

三
）
「
円
珠
本
『
朗
詠
要
抄
』
（
三
千
院
円
融
蔵
本
）
翻
刻
と
解
題
」
（
『
大
阪
教
育
大

学

紀

要

第

1
部
門
」
第
四
一
巻
二
号
、
一
九
九
三
・
ニ
）
ほ
か
。

2

「
「
音
楽
講
式
」
の
朗
詠
ー
ー
＇
諸
朗
詠
譜
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
（
『
日
本
歌
謡

研
究
』
第
二
六
号
、
一
九
八
七
・
ニ
）
「
『
音
楽
講
式
』
と
声
楽
ー
「
法
要
ニ
ハ
邦
曲
、

伽
陀
ニ
ハ
朗
詠
」
ー
」
（
同
三

0
号
、
一
九
九

0
.
―
二
）
。

3

『
珍
書
同
好
会
叢
書
朗
詠
要
集
』
解
題
(
-
九
二
六
年
）

4

「
朗
詠
裸
考
」
（
『
雅
楽
界
』
第
四
七
号
、
一
九
六
ニ
・
五
）

5

こ
の
他
、
高
野
辰
之
氏
は
『
珍
書
同
好
会
叢
書
』
お
よ
び
『
日
本
歌
謡
集
成
』
第

二
巻
の
解
題
に
お
い
て
、
内
閣
文
庫
蔵
の
巻
子
本
『
朗
詠
要
抄
』
の
存
在
に
触
れ
る

が
、
同
文
庫
に
は
現
在
、
和
學
講
談
所
旧
蔵
の
冊
子
本
（
和
ー
一
七
一
五
六
）
の
み

が
存
す
る
。
ま
た
神
宮
文
庫
に
も
天
明
四
年
後
写
の
巻
子
本
(
[
+
]
リ
ー
八
六
六
）

が
存
す
る
。

6

「
呉
文
柄
蔵
一
巻
は
、
因
空
が
弟
子
普
一
に
伝
授
し
た
自
筆
証
本
と
さ
れ
る
」
（
『
日

本
古
典
文
学
大
辞
典
』
堀
内
秀
晃
氏
）
、
「
普
一
受
伝
の
原
本
と
考
え
ら
れ
る
古
写
本

が
現
存
す
る
」
（
『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』
福
島
和
夫
氏
）

7

福
島
和
夫
氏
『
第
十
回
特
別
展
観
中
世
の
音
楽
資
料
1

鎌
倉
時
代
を
中
心
に

|
_
』
解
題
(
-
九
八
六
年
）
等
に
指
摘
が
あ
る
。

8

藤
原
実
光

(
1
0九
六
＼
―
-
四
七
）
に
は
尚
歯
会
で
の
朗
詠
記
録
が
あ
り
、
そ

の
子
資
光
、
孫
兼
光
、
お
よ
び
兼
光
の
孫
家
光
も
朗
詠
を
行
っ
て
い
る
。

9

『
吉
野
吉
水
院
楽
書
』
に
「
朗
詠
ノ
上
計
ニ
カ
ク
ハ
九
十
首
ノ
朗
詠
也
…
下
計
二

カ
ク
ハ
妙
音
院
殿
始
タ
ル
御
撰
ナ
リ
…
百
余
首
也
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

1
0
2
番
に
は
「
各
常
其
日
可
用
、
其
字
必
不
限
廿
七
日
」
（
『
朗
詠
九
十
首
抄
後
崇
光

院
本
』
）
、
「
廿
一
日
以
後
用
当
日
字
詠
之
。
強
不
限
廿
七
日
」
（
同
、
流
布
本
）
0
1
2
番

に
は
「
此
字
乗
口
口
浮
卜
可
口
」
（
後
崇
光
院
本
）
、
「
沈
ノ
字
乗
船
之
時
浮
卜
詠
之
。

於
禁
中
可
詠
之
」
（
流
布
本
）
、
「
禁
中
ニ
テ
ハ
斜
ニ
ウ
カ
フ
ト
可
詠
卜
入
道
殿
之
仰
也

云
々
」
（
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
）
が
あ
る
。

11

天
王
寺
松
四
郎
は
、
平
出
氏
の
指
摘
す
る
『
体
源
抄
』
の
「
天
王
寺
松
四
郎
、
法

名
阿
佛
、
序
之
吹
様
者
妙
音
院
是
ヲ
モ
テ
本
ト
ス
ヘ
キ
由
被
仰
ケ
リ
」
（
巻
十
一
、
管

絃
名
人
等
事
）
と
い
う
管
絃
者
を
指
す
か
。
な
お
同
時
代
に
は
「
天
王
寺
舞
人
薗
四

郎
公
広
」
（
『
教
訓
抄
』
巻
四
）
も
あ
る
。
拙
稿
「
『
朗
詠
集
』
に
見
え
な
い
朗
詠
曲
ー

「
朗
詠
譜
本
」
の
十
曲
ー
」
（
『
筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
』
第
三
集
、
一
九
九
ニ
・

三
）
参
照
。
ま
た
、
「
昇
蓮
房
」
も
『
吉
野
吉
水
院
楽
書
』
に
、
孝
道
が
朗
詠
秀
句
を

語
る
相
手
と
し
て
名
が
見
え
る
。
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語
る
相
手
と
し
て
名
が
見
え
る
。

本
稿
は
、
平
成
四
年
度
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
（
平
成
四
年
九
月
＋

九
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
御
示
教
を

賜
っ
た
小
西
甚
一
先
生
、
お
よ
び
其
後
御
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
深

謝
す
る
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
利
用
を
御
許
可
下
さ
っ
た
諸
機
関
に
御

礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励

研
究
凶
「
日
本
朗
詠
史
研
究
（
鎌
倉
期
の
朗
詠
）
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
東
京
成
徳
短
期
大
学
専
任
講
師
）
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